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第 1霜は盛土安定の信親性設計の基礎研究で6章よりなる｡ 第 1章では,粘土の試料採取にともなう










第 4章では,第 3章で得 られた確率モデルの,地盤圧密にともなう遷移過程を論 じている｡圧密度や






布については,実際の39ヶ所の斜面破壊の事例からも逆算 しその頻度分布も示 している｡ 破壊確率は強
度および解析誤差の両者の分布のたたみ込みの結果から与えられている｡ 第 6章は第 1編の要約である｡
第Ⅱ編は,以上の信頼性解析を基礎に,新 しい設計の方法論を論じている｡



















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,土構造物の信頼性設計の方法について,とくに盛土の安定問題を中心に考察 し,従来の経

















ることを示 している｡ 自然状態の不確実性に対 し土質調査による情報しか得ることのできない静的な設
計と,施工中の構造物と地盤の動態観測も利用する動的な設計の両者が定式化されたもので,土質工学
に信頼性設計理論を導入する端初を開いた｡
(6) 静的な信頼性設計では,まず従来の経験的な安全率設計法と比較するため盛土斜面の勾配決定の
問題をとりあげたが,従来の経験的な方法とよく一致する結果を得た｡すなわち,これは従来の経験的
設計法に一つの理論的根拠を与えたことになる｡ さらに,安全率設計法では解決のできなかった土質調
査規模の決定問題や,段階載荷の問題にも拡張通用可能となり,提案されている設計理論の実用性と汎
用性を示すことができた｡
(7) 施工中の観測に依存した動的な設計原理では,施工中の情報が,破壊確率を用いて2種類定義で
きることを Bayes統計学の立場から示している｡ いずれも実用性のきわめて高いものであって,この
動的設計理論による盛土の設計例もこの新しい設計原理の工学的有用性を示している｡
以上要するに,本論文は,盛土斜面安定の信頼性解析およびそれに基づく新しい設計法を確立したも
のであり,学術上,実際上寄与するところが少なくない｡
よって,本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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